
三

〓

〓

三

一
三

ｆ

〓

一

三

二

‥

一
　

　

．

・

‥

一

，
３
■
ァ
（■
Ｔ
〓
■

Ｆ
■
二

）
一
´
　
・
　

一‥
一

コ
角
α
ロ

し
こ
∫
百
〉ユ
■
０
７
ｃ
ｉ
（イ
聖
η

し
こ
ι
´
準
〓
呈
■
■
■
｝
利
「
９
ヽヽ

日ヽ

ヾ
選
Ψ
多
ｖ
乙
・イ
ロ
エ
ａ
Ｖ
Ａ
以
率〉
Ｗ

Ｏ
Э
Ｓ
ａ
Ｎ
ｎ
コ
コ
士
二

斗
γ

一
γ
撃ヽ

刷
尋
ν
「く
Ｏγ
２
９
９
ア
ニ
ζ

（〇
卜
９

０
０
∽
国
Ｚ
つ
）
日要
早
灘
ι
ふ

ア

「
↓
着

ア
田
眩
⑫
國
陥
丁
」

７ヽ
ヾ
勲
国
多
響

０
図
陥
Ｗ
ａ
ｎ
Ｖ
引
ビ
γ
寺
Ｙ
￥
７

一

ユ
■
７
音
筆
⑫
ツ

Ｏ
（８
０
Ｎ

〓
Φヒ
ハ
）

γ
Ｏ
マ
撃
ａ
マ
■
早
灘
当
百
自
Ｖ

ふ

マ

「
日
隊
鯛
耐
口〉
⑫
肇
監
ア
●
着
」

Ｇヽ

孝
コ
マ
コ
９
９
筆
コ
勤
載
⑫
ｇ
Ｖ
囚
以

燿
Ｖ
０
０
Ｓ
■
Ｎ
ｎ
■
■
Ｗ
者
東
引
負

ν

ｏ％
ν
ヾ
聾
勁
尋
辮
軍
コ
Ｔ
９
丁

，Ｖ

４
一ご
ロ
エ
ｇ
Ｖ
Ａ
コ
Ｄ
準

ηヽ
勁
暑
以

η
ア
醤
Ｖ
乙
・多
ユ
ニ
割
国
引
□
覇
↓
着

⑫
４
１
４
４
乙
酵
鼻
利
引
ビ

一
寺
￥
￥

７

一　

νヽ
ヾ
叫
輝
多
響
茉
⑫
脅
嘗
「く

ｏγ
ｎ
酬
甲
孝
ツ
暑
ι
ふ

マ

「
（Ｉ

￥
７

一
）
寧
迎
⑦
エ
コ
イ
７
乙
負
γ
」

「ヽ
（回
￥
γ

一
）
妻
啄
爾
鈴
艇
Ｔ
獅
」

「ヽ
（
〓
￥
７

一
）
や
聯
陥
艇
Ｗ
壺

⑫

γ
Ａ
乙
∠
」

「ヽ
（γ
Ｉ
７

一
）
★
↓
着

肇
浄
」

脅ヽ
多
孝
ａ
進
み
酢
酵
ユ
秦
Ｙ

丁
，Ｗ

Ч
イ
拌
κ
）
９
９
コ

（Ｓ
Ｓ
】く
）

‘
γ
ｌ
∠
⑫
獲
碑
￥
絆
Ｈ
κ
‘
Ｈ
４
４

靱
⑫
ツ

ｏγ
ν
ヾ
合
掛
尋
喜
平
卦
コ
寺

〓
Ｉ
７

一
２
影
迎
⑫
孟
具
陥
暉
爾
価
ツ

γ
ユヽ
）
撃
９
豪
嬰
爾
礫
豪
影
投
ユ
ア
争

⑫
【茸
一計
⑫
Ｈ
イ
評
７
４

・Ｓ

■ヽ
秦
Ｙ

引
颯
ン
４
イ
Ｉ
Ｖ
秦
Ｙ
∠
〓
イ
ツ
乙
負

γ

脅ヽ
）
２
γ
ジヽ
尋
諺
童
⑫
園
寺
回
）

霧
配
３
騨
Ｌ
撃
彗

マ
８
Ｖ
Ｗ

・〓

■ヽ
ｆ
一■
一一
　
一■
〓
一一
　
一■
Ｙュ
・
・　
ヽ́
　
．〓
〓
二
´
′
、

三
４
、４
半
出
腱
獣
）早

，，
■
多́
〓
茎
封
Ｉ

し
を
）
ｉ
準

・γ
■
７
Ｃ
Ｔ

，コ
静
Ｈ
ａ
回

ユ
■
一イ
ツ
υ
翼
多
嬰
Ｔ
哺
回早
⑫
夏
ユ
０

Ｆ
「
出
呼
罫
募
岬
爾
口〉

２ヽ
Ｖ
Ｌ
立
多

争
孝
Ч
κ
″
乙
シ
〉ヽヽ
卿
撃
彗
⑫
Ｙ
薔
引

ン
■
⑫
華
雑

ヽ
ｃ
ｃ
■
引
ι
Ｔヽ
ワ
■
γ

製
像
素
則
と
蟹
ぞ
⑫
ツ
再
⑫
＊
獣
」
剰

ア

「
（８
罵
≧
Φ
∽口
８
）
０
当
」

以ヽ
■

７

「
シ
ヤ
以
↓
着
⑫
敵
ラ
２
●
ユ
澤
Ｗ

利
駈
国
η
騨
Ｌ
撃
彗
」

コヽ
０

「
（〇
∞
８

』
ト
ト

づ
馬

飩
国
Ｚ
っ

Ｚヽ
０
２
）
Ｓ
Э
М

珈
猿
↓
着
音
暮
」
⑫
騨
寺
■

多ヽ
Ⅳ

ｏ
●
多́
ゞ
マ
「
く９
７
ヾ
日

腫
ゞ
肇
〓
ι
●ヽ
ア

「影
国
孝
ι
Ｔヽ

，
ユ

ヾ
曹
戦
争
率
Ｗ
⑫
り
■
⑫
ン
蟹

ヽ
ｃ
ｃ

■
γ
製
尋
＊
Ｗ
⑫
ツ
幕
⑫
￥
針
」
γ
ν

ヾ
聖
引

「
（卜
∞
８

一８
日
Ｑ
ｏ
】Φ
＞
Φ
∩
も
潟

一目
Φ
口
】口
〇
】
】＞
〓
∩円
　
口
〇
　
口
〇
】∽
∽
「【
ロ
ロ
】Ｏ
Ｏ

署

ｏ
じ

早

酢

ヽ

イ

乙
一
１

４

イ

ζ
」

剰ヽ
以
●
６
引

「
（督
ｏ
日
８
【Φ
＞
Φづ

Φ瑯
雷
理
∽●
∽）
影
口

孝
騨

■
撃
彗

」

γ
ｃ
孝
引
工
一⑫
ツ

多ヽ
７
●
ン
０
■
引

Ｒ
副
●
■
剰
日
゛
を
■
引
目
尋
√
ユ
⑫

ツ
キ
華
］
一一一ι
ふ

ア
ｓ
Э
Ｃ
Ｓ

日ヽ
●

コ
０
０
判

一
一．
〉
一

ヨ
身
⑫
図
近
卿
妻
璽
丁
利
引
確
率
⑫
挙

腑
果
響

■ヽ
準
享
眸
⑫
ア

「
シ
ヤ
ユ
澤

ン
ι
）ヽ
母
「
激
目
⑫
蟹
）丁
「
並
劃
熟
畔

マ
↓
静
」

コヽ
イ
イ
∠
Ｈ
ン
“
⑫
ｒ

鼎
勤
⑦
ι
漁
こ
雨
ル
μ

〓〓

ｏγ
Ｏ
マ
撃
尋
‘
κ
ζ
ヨ
ン

ｙ
⑫
「
く
０
多
η
慟
ｑ
凶
引
響
Ｗ
ι
ふ

ア

Ｏ

Ｖ

Ｊ

ヽ
Ｎ

Э

ｎ

Ｉ

ヽ
Ｏ

Э

Ｓ

ａ

Ｎ

ｎ

国ヽ
覇
↓
着
コ
イ
ム
Ｙ
〆
コ
ι
Ｆヽ
⑫
「
く

ｏフ
準
酬
甲
９
）
国
打

０
着

・
Ｎ
Э
ｎ
Ｉ
そ

（Ｉ
‐
国
）
イ
Ｋ
工
製

ン
“
ι
●ヽ
ア

「
（∞
卜
０
「
『
ゃｏ
ｃ
需
日
紹
０

脳
当
鯛
斎
皐
丁
⑫
α
γ
⑦
普
γ
暑
畔
」

慟
寺
〓
コ
イ
ム
γ
ξ
γ
ｃ
愛
コ
Ｎ
Э
ｎ

Ｉ
９
）
国
打
０
当
コ
寺
⑫
「く
ｏγ
η
コ

マ
「
スツ
準
酬
甲
像

「
そ
κ
／
■
ク
α
鯛

★
翌
Ｗ
ツ
和
繁
コ
係
国
撃
響
」
「
国
鞭

０
当
ア
Ｎ
Э
ｎ
Ｉ
ν
ヾ
勲
国
以
ム
ー
ロ

ツ
マ
⑫
Ｏ
Ｖ
Ｊ
引
ビ
γ
ル
○
■
７

一
利

聖
》
≫
撃
引
ワ
ツ

ｏ２
●
以
ｑ
勲
国
以

ゼ
膳
イ
Ч
κ
４
乙
「
ビ
〓

一
寺
Ｙ
￥
γ

一　

靱ヽ
ビ
γ
〓
⑫
撃
》
図
陥
爾

そヽ
聖

ユ〉
ι
いヽ
ア

「軍
筆
鋼
秦
嶽
丁
ツ
勲
年
コ

γ
国
卿
潮
国
」
利
国
覇
↓
着
以
ギ

一

ｏツ
マ
０
９
）

，
ｏ
■
コ
多
□
升
γ

一
利
⑫
ツ
準
密
蒙

多

「
ｕ
ａ
ｒ
ｌ
許
負
図
陥
爾
」
以
●
繁

引
Ｖ
乙
一多
コ
／
８
Ｖ
囚

年ヽ
■

ｏ２
７

ヨ
■
■
■
■
ヨ
ヨ
■
■
ヨ
ヨ

ヨ
ヨ
〓
〓
ヨ
■
■
ヨ
〓
ヨ
■
彗
■
日
〓

・
ウ
哺

ヽ
一
ヽヽ
ユヽ
■

゛
仰
“⑦
（イ
鞍
田
■
騨
ユ
畔
彗

α
γ
⑦
騨
図
朝
撃
恩

ｏ
γ
い
以
０
￥
尋

■
⑫
「
く
０
鑑
画
え
ン

ヽ
γ
利
肇
τ
γ
ｃ

ｙ
目
言
一凛

ヽゞ

γ
ソ
ニ
爾
Ｏ
Ｅ
γ
４
／
２
一

乙
κ
準
引
↓
・７

一
γ

一
利
イ
ム
Ｙ
〆

ｇ
Ｖ
Ｗ
マ
含
ｏ
ｏ
下
７
薫
一

Ｅ
Ｅ
∽“
ｏ
．」
．配
）だ
と
Ｙ
６
Ｌ

ｏツ
準
コ
）

脅
艶
脅
）
排
》
⑫
勁
塁
⑫
イ
ム
Ｙ
〆
γ

０
９
飽
争
引
筆
窪
↓
耐
⑫
Ｓ
Э
皿
⑫
民

Э
ｎ
Ｉ
争
引
コ
Ｔ
７
π

，ｖ
‘
多
ロ
エ
８

Ｖ
囚
図
陥
Ｗ
ア
割
Ｙ
⑫
０
０
Ｓ
ａ
Ｎ
ｎ

脅
）
国
打
↓
着
⑫
国
※

２ヽ
●
６
コ
当

艶
⑫
ア

「図
陥
爾
」
「
９
ヾ

「ヽ
↓
着
」

マ

「
並
国
孝
騨
Ｌ
撃
彗
」

こヽ
「く
ツ

ｏ７
●

，
ソ
ゞ
聖
艶
ア
ツ
マ
０

「回
陥

丁
」
と

「敵
与
２
●
以
澤
Ｗ
」
多
と
喜

⑫
日
眩

型ヽ
ａ
Ｓ
Э
Ｍ

こヽ
軍

一　
ｏツ

い
，

ｏ
■
７
準
回
コ
利
多

「↓
着
」
ツ

Ｆ
コ
Ｓ
Э
上
マ

「
並
凶
孝
騨
旦
撃
彗
」

，
Ｔ
コ
早
準
１
４
乙
・１
４
イ
エ

７ヽ

９
■
準

ｏ２
７
ヾ
警
〓
マ

「
耐
具
⑫
ビ

隊
図
陥
爾
ツ
Ｔ
コ
国
Ｙ
η
ι
Ｔヽ
準
脅
γ

嘔翻
「

饉骰

9乙 [803日∃8四∃上dヨS/96乙ON □↓軍国



し
て
　
一
燥
今
■

３
〓
Ｉ

，

〓
ｃ
〓
ニ

ヒ

は

一
将
来
の
世
代
の
必
要
や
願
望
を
満

た
せ
る
よ
う
に
し
つ
つ
、
現
在
の
世
代

に
最
大
の
持
続
的
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
も

が
不
可
欠
で
、
合
理
的
資
源
利
用
に
よ

っ
て
質
の
高

い
生
活
が
送
れ
る
と
し
て

同
じ
Ｈ
標
に
立

つ
と
し
た
．
す
な
わ
ち
、

‐１‐
将
来
に
多
様
な
資
源
利
用
オ
ブ
シ
ョ

ン
を
残
し
、

‐２‐
限
界
地
域
の
開
発
よ
り

も
農
牧
業
の
集
約
化
を
図
り
、

‐３‐
種
と

生
態
学
的

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
保
全
が
開

発
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
、

さ
ら
に
、
熱
帯
林
、
牧
車
地
、
農
地
、

流
域
と

い
う
空
間
別
の
開
発
に
加
え
て
、

観
光
開
発
の
車
を
設
け
、
保
護
地
域
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
や
、
保
護
地
域
周
辺
住
民

の
生
活
も
考
慮
し
て
い
る
´

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は

「持
統
可
能

な
開
発
」
と
い
う
こ
と
ば
は
使
わ
れ
て
い

な
い
が
、
内
容
か
ら
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
言
え
る
、
な
お
、

一九
七
二
年
の
国
連
人
間
環
境
会
議
を
踏

ま
え
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
設
立
が
決
ま
っ
た
が
、

そ
の
最
初
の
責
任
者
ス
ト
ロ
ン
グ

（〓

∽
雪
，８
ｔ

が

「
エ
コ
デ
ィ
ベ
ロ
ブ
メ
ン
ト

（Ｃ
Ｏ
ｏ
Ｃ
Ｃ
く
の
一ｏ
し
〓̈
ｏ
し
｛　
＝
　
の
ｏ
〇
一Ｃ
に
一〔
〔〓
】】
‐

〓）一７
ａ
争
１

（）「
電

翼
三

を
使

っ
た
と

さ
れ
る

（」
ミ
ユ

時
８
９
‐
ダ

ス

マ
ン

は

一
環
境
保
全
学
‐一
の
第
五
版

（　
九

八
四
）
に
お
い
て
エ
コ
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ

ン
ト
の
車
を
設
け
て

「生
態
学
だ
け
で

は
な
く
、
文
化
的
デ
ー
タ
も
考
慮

一
す

る
と

い
う
説
明
を
し
て
、
経
済
重
視
の

・１

■
，
１

い
一　
¨
一
一
ご
ｉ

一
一

ニヽ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
生
ま
れ
た
が
、
曇
一一一［官
だ

っ
た
父
親
は
ス
ペ
イ

ン
風
邪

で
こ
の
世

を
去

っ
て
い
た
．
経
済
的
困
難

の
た
め

今
日
、
Ｍ
Ａ
Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
よ

り
も

「
生
物
圏
リ
ザ
ー
ブ
」
が
広
く
知

ら
れ
、
「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
の
関

係
が
あ
ま
り
認
識
さ
れ
ず
、
特
に
日
本

の
研
究
者
は
Ｉ
Ｂ
Ｐ
の
延
長
と
誤
解
し

た
¨
だ
が
、
ダ

ス
マ
ン
が
Ｉ
Ｂ
Ｐ
を

一純
枠
な
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
、
「優

れ
た
研
究
が
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
」
と

批
判
し
て
い
る

（｝
〓
（
こ
８
ｏ
）
よ
う

に
、
Ｉ
Ｂ
Ｐ
の
否
定
か
ら
Ｍ
Ａ
Ｂ
は
始

ま

っ
た
、
す
な
わ
ち
、
Ｍ
Ａ
Ｂ
は
生
物

圏
の
合
理
的
、
あ
る
い
は
持
続
的
利
用

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
．
だ
か

ら
、
生
物
圏
リ
ザ
ー
プ
に
お
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
利
用
が
可
能
な
バ
ッ
フ
ァ
や

住
民
も
い
る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
が
設
定
さ

れ
　
て
　
い
　
る

（Ｗ
〓́
′
ｏ
一〔）∽
ト

∪
”
“〓
〓
〓

口
）％
】

す
な
わ
ち
、

持
続
可
能
な
開
発
と
の
関
係
か

ら
す
れ
ば
、
コ
ア
よ
り
も
バ
ッ
フ

ァ
、
さ
ら
に
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
が

重
視
さ
れ
る
空
間
と
な
る
，
そ

う
考
え
る
と

「
生
物
圏
保
存
地

域
」
と
い
う
資
源
や
空
間
の
利

だネ
ム
二
一　
レ
一　
√
ヽ́
　
〓〓
■
二
一一　
一一一Ｚ
〓
γ
■
（
）

こ
「
ｃ
）
が
ま
と
め
ら
れ
た
　
こ
れ
を
踏

ま
え

一
九
七

一
年
に
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

総
会
で
Ｍ
Ａ
Ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
承
認
さ

用
、
さ
ら
に
は
定
住
を
否
定
す
る
よ
う

な
訳
と
な
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

日
本
で
は
保
全
を

「
（自
然
）
保
護
」

と
誤
訳
し
た
り
、
「
国
立
公
園
の
保
護

と
利
用
」
の
よ
う
に
利
用
の
対
立
概
念

と
し
て
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
．
確
か
に

一
九
六
０
年
代
ま
で
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
も
そ
の

よ
う
な
傾
向
で
あ

っ
た
が
、　
一
九
七
〇

年
に
ダ
ス
マ
ン
が
加
わ

つ
た
頃
か
ら
変

貌
し
た
，
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
や
出

界
国
立
公
国
会
議
が
開
催
さ
れ
た

一
九

七
二
年
に
は

「
開
発

の
た
め
の
保
全

一

と
い
う
市
の
あ
る
報
告
を
ダ
ス
マ
ン
は

ま
と
め
て
い
る
，
さ
ら
に
、　
一
九
八
Ｃ

年
に
は

一生
き
て
い
る
資
源
の
保
全
に

よ

っ
て
持
続
可
能
な
開
発
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
」
と
す
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
が
発
刊
さ

れ
、
保
全
が
持
続
可
能
な
利
用
と
い
う

位
置
づ
け
と
な

っ
た
．′

こ
ｉ
■
■
ア
■

，
ア
ー
　
■
ｒ
一い
、　
一
一〓
（
丁
二

経
済
開
発
は
共
通

の
日
標

に
む
か
う

べ

き

で
あ
る
」
と

の
視
点
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図-1 ダスマンらによる「経済発展の
ための生態学的原則」の表紙
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